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	1. GP07
地球市民主義とその批判(1):制度的な関係
グローバル政治論(GlobalPolitics,tcue2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 1/21
  


	2. 基本的な枠組み
国内社会でなぜ平等？→国際社会でなぜ平等？
国内正義
生まれの境遇e.g.才能や性別、人種、社会階級
人生の見通しへの影響 → これを緩和する平等な分配原理○
グローバル正義（＝国際正義）
生まれの境遇e.g.出生国の豊かさ
人生の見通しへの影響→これを緩和する平等な分配原理○
復習：国内正義からグローバル正義へ
2/21
  


	3. コスモポリタニズム（地球市民主義）
平等な分配原理は、地球規模でも成立する
☞どんな国家に生まれても個人の自由は守られる平等な世界であるべき。
ステイティズム（国家中心主義）
平等な分配原理は、国家内部でのみ成立する
☞まずは国家のメンバーを優先して守る。途上国は後回しになることも。
概念導入：グローバル正義をめぐる二つの立場1
1.コスモポリタニズム(cosmopolitanism)はグローバリズム、国家中心主義(statism)は国際主義と呼ばれることも
ある。なお、これら二つの立場は、場合によっては、両立する可能性はある。 3/21
  


	4. どんな国に生まれても健康的な生活を送れる平等な世界であるべき
現状：途上国にとって医薬品は高価である
製薬会社にとって途上国の医薬品開発はビジネスにならない
対策：a.ユニットエイドによる価格引き下げ（○）
b.ヘルス・インパクト・ファンドによる市場改革（×）
負担：a.b.を実現するための国際的な課税制度(e.g.国際連帯税)
復習：地球市民主義とその実例
4/21
  


	5. Q1.実現可能性が低いのではないか
・ユニットエイドや国際連帯税のようにすでに一部は実現している
・いま実現可能性が低いことは現状のままでよいことを含意しない
Q2.文化や慣習の異なる国家のあいだで同じ正義は成立するのか
☞一理あるかも？
・価値や文化の多様性は国内社会でもあるのになぜ国際社会だけ？
・正義原理は文化ごとの政策レベルの違いを認める
Q3.国家の役割はあくまでも自国民保護ではないのか
☞一理あるかも？
・自国民保護は必ずしも他国民保護を否定しない
地球市民主義へのよくある批判とその応答
3
3.実現可能性批判は現状維持バイアスや結論の先取りであることが多い。 5/21
  


	6. 正しい社会？
原理レベル：正しい社会が満たさなければならない条件（ルール）
制度レベル：上記の条件を満たすた正しい制度や政策、法実践
個人レベル：制度や政策、法実践で確定される個人の権利や義務
・地球市民主義は平等な分配「原理」が地球規模で成立と主張
↑
・実現可能性や文化による批判は制度レベルで行われている点で×
☞Sは平等な分配「原理」が国家内部でしか成立しないと主張する必要
原理と制度の区別
6/21
  


	7. -国家中心主義はどのような立場なのか?
-国家中心主義は成功しているのか？
1.国家中心主義の二つの形：制度と文化
2.強制と協働
3.国家は今なお特別な場所なのか
地球市民主義とその批判(1)
7/21
  


	8. 基本的な主張
平等な分配原理は国家内部でのみ成立する
どんな国家に生まれても個人の自由は守られるべき。その意味で他国の
明らかな人権侵害を非難したり、難民を保護するべき場合はある。
しかしこのことは地球レベルでの平等な社会の実現を意味しない。
というのも、誰かを平等を扱うための負担は、普段の暮らしを支える背
景的な関係を共有しているひとのあいだで分かち合うものだから。
よって他国民と自国民は扱いが違ったり後者を優先してよい。
☞地球レベルの形式的平等／国家レベルの実質的平等を区別するべき
国家中心主義とは？
8/21
  


	9. 経済的不平等2(変更あり)：
アーノルド／サラーとワタルは別の社会で暮らしている。アーノルド／サラーは先進国に、ワ
タルは途上国に暮らしている。月収はアーノルド250万円、サラー25万円、ワタル2.5万円で
ある。経済的不平等は（どのように）是正されるべきか。
グローバル政治論(GlobalPolitics,tcue2023)
9/21
  


	10. 大学の卒業要件は、ゼミに所属して単位を取得すること。
ワタルとサラーはAゼミに入った。単位取得には5回報告が必要。
しかしワタルは、担当の先生に気に入られたサラーだけが、「3回」報
告で単位を取得できることを知って、自分とサラーが平等に扱われてい
ないと感じた。
ワタルは、この不満をBゼミに入ったアーノルドにぶつけたが、どうも
そのゼミでも「3回」報告で単位を取得できるようだ。
しかしワタルは、Bゼミが楽単であることを羨んだが、自分とアーノル
ドが平等に扱われていないとは感じなかった。
☞大学レベルの卒業要件／ゼミレベルの実質的要件を区別している
事例：単位取得と平等な扱い
10/21
  


	11. 基本的な主張を支える前提
平等な扱いはその背景的な関係によって変わってくる
☞人間としての平等な扱い／背景的な関係を共有する人の平等な扱い
具体的にどんな関係性？
A.ネーション（文化）
あなたの暮らしはその社会のネーション（文化）から影響を受ける
B.制度
あなたの暮らしはその社会を支える制度から影響を受ける
→影響のあり方：a.強制説、b.協働説
背景的な関係とは？
4
4.この前提が正しいのかは問われるべきだが、この講義では扱わないことにする。 11/21
  


	12. (1)平等な分配原理は強制的な制度下で成立する
(2)国際社会に強制的な制度は存在しない
(3)よって平等な分配原理は国家内部でのみ成立する
☞(1)をもう少しだけ詳しく
あなたの暮らしは、所得、労働条件、税金などを決定する「法」とい
う強制的な制度を通じて成立している
この強制的な制度は、とりわけ不利な境遇あるひとにとっても納得でき
るものでなければならない
不利な境遇にあるひとを平等に扱う負担は、この制度を共有するひとの
あいだで分かち合うものである
強制説：いつ平等が問題になるのか5
5.Blake, M. (2001).  Distributive justice, state coercion, and autonomy. PPA 30(3), 257–296. 12/21
 


	13. (1)平等な分配原理は協働的な制度下で成立する
(2)国際社会に協働的な制度は存在しない
(3)よって平等な分配原理は国家内部でのみ成立する
☞(1)をもう少しだけ詳しく
あなたの暮らしは、所得、労働条件、税金などを可能にする「経済シ
ステム」という協働的な制度を通じて成立している
この協働的な制度は、とりわけ不利な境遇あるひとにとっても納得でき
るものでなければならない
不利な境遇にあるひとを平等に扱う負担は、この制度を共有するひとの
あいだで分かち合うものである
協働説：いつ平等が問題になるのか6
6.Sangiovanni, A. (2007).  Global justice, reciprocity, and the state. PPA 35(1), 3–39. 13/21
 


	14. 地球市民主義と国家中心主義という二つの立場がある
地球市民主義のほうが明らかに議論としてスッキリしている
Sのほうが直観的であるかもしれないが、その議論はとても複雑であり
分かりづらい
というのも、人間は生まれを問わず平等であるという前提にたちなが
ら、国家の内側と外側では扱いが違ってもよいということを説明しなけ
ればならないから
このことを説明するために、国家の内側で暮らす人々は特別な制度関係
を通じて負担を分かち合っているという主張をしている
まとめ(1):国家中心主義とは？
14/21
  


	15. 基本的な枠組み
(1)平等な分配原理は強制／協働的な制度下で成立する
(2)国際社会に強制／協働的な制度は存在しない（経験的な主張）
(3)よって平等な分配原理は国家内部でのみ成立する
☞とりあえず(2)を検証してみよう
国際社会には強制／協働的な制度は存在しないのか？
途上国の人は、先進国による貿易条約や移民政策を強制されている？
先進国の経済的成功は、国際的な経済システム下で可能になる？
☞(3)は成立していない（？）
国家中心主義は成功しているのか？
15/21
  


	16. 国家中心主義は、国家の内側で暮らす人々は特別な関係のなかで負担を
分かち合っているという主張をしている
A.文化やネーション(来週のテーマ)
B.法などの強制関係、経済システムなどの協働関係
国家中心主義は、一見として直観的であるが、強制や協働関係が、グロ
ーバル化した時代において国家の内側と外側をハッキリと区別できてい
るかは微妙なところ（cf.ゼミから国家の類推は間違い？）
そうすると国家を越えたグローバル正義の成立を受け入れる必要あり。
ただしグローバル正義と国内正義の対立の扱いが難しい。
まとめ(2):国家は今なお特別な場所なのか
16/21
  


	17. 感染症のためのワクチン需要
→高価、供給不足
・市場に任せる
先進国に買い占められる点において不公正である
e.g.2020年12月時点、多くの先進国は、近い将来入手可能となるワクチ
ンの94％を入手、または製薬会社との事前購入契約により確保。例え
ば、カナダは一人当たり9回分のワクチン、米国は7回分、英国は6回分に
近い量のワクチンを契約している 。
事例：ワクチン分配から考えるグローバル正義論争(1)
6
7
6.以下で問題にするのは、国際的に需要の高い医薬品の分配という問題であって、ワクチンの医学的ないし公衆衛
生上の効果などは問題にしていない。
7.Tan, K.  C. (2021). What is this thing called Global Justice?. Routledge. 17/21
 


	18. 地球市民主義の視点
どんな国に生まれても健康的な生活を送れる平等な世界であるべき
☞ワクチンの公正な分配制度(COVAXファシリティー)とその負担共有
国家中心主義の視点
国家の内側で暮らす人々は特別な関係のなかで負担を分かち合っている
他国民と自国民は扱いが違ったり、後者の健康を優先してよい
☞「ワクチン・ナショナリズム（自国民優先）」は認められるのでは？
事例：ワクチン分配から考えるグローバル正義論争(2)
8
8.COVAXファシリティーについてUNICEFのウェブサイトを参照のこと。当然、どのようにワクチンを分配すること
が、（医学的な知見も踏まえた上で）公正な分配であるのかは問われるべきである。例えば、Emanuel, E. J.,
Persad,  G., Kern, A., Buchanan, A., Fabre, C., Halliday, D., ... & Richardson, H. S. (2020). An ethical
framework for global vaccine allocation. Science, 369(6509), 1309-1312.などを参照のこと。 18/21
 


	19. 基本的な枠組み
グローバル正義VS.国内正義
☞ワクチン・ナショナリズム（自国民優先）は認められるのか？
地球市民主義からの批判
国内社会で社会保障を擁護する理由は、そのまま国際的なワクチン分配
を擁護する理由になる。
先進国による購買力は、国際的な経済システムのなかで生み出されたも
のあり、その協働関係下にある途上国を含めて負担を分かち合うべき
よって自国民優先は、他国民保護を免除する理由とならない
事例：ワクチン分配から考えるグローバル正義論争(3)
19/21
  


	20. 参考:概略フローチャート
フローチャートではこの講義では省略する議論も含まれている。なお広義のリベラリズム（自由主義）のなかに、
功利主義やケア論などを含めるどうかは少々論争的であるが、わたし個人としては、これらを個人の自由とその機
会をどのように実質的に保障していくのかについての考え方の違いと捉えている。 20/21
  


	21. GP08
地球市民主義とその批判(2):ナショナリズム
グローバル政治論(GlobalPolitics,tcue2023)
福原正人（nonxxxizm@icloud.com） 21/21
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